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編 集 後 記

仮 りに市立病 院を例にとって考 えると,そ の病 院と市 との関係は実際 的にはあま り深 くないの

に,そ の病院が市から受け る干渉は甚だ大 きいとい うような事はないであろ うか.勿 論その病院

の設立に当つては市から大 きな援助 を受けたであろ う,然 し現在では独立採算 的に経営 してお り,

市か ら財政的な補助は殆ん ど受け ていない、ことが多い,そ れで も市立病院であるとい う立 て前か

ら,市 当事者に よつ て色々の注文や制肘を受け る.人 事擁 も市にあるか ら,院 長以下 の生殺力も

握つている.た とえ院長が診療科 目を増 した り,医 員の定員を増 した り或は職員の待遇を改善 し

た りしようと考えても,市 が承知 しない そこで院長は苦 しい立場 に置かれることになる.市 の

方は院長の首でも切るぞとい うような態度 を見せ るので,院 長と しても市の当事者に対 して頭 を

上げ に くく,ま た充分に主張を述べに くくな り,こ れ も無理のない事である,然 し若 い医員な ど

に してみれば,自 分は大学 医局か ら派遣 されているのだ とい う気持はあ るが,市 に対 して特別の

恩顧 を受けていないので,市 が病院に対 して強い圧力を持つているこ とに就 て反擾を感ず る,そ

れ も当然である.医 員を送 る大学側と して も現在の所では医員の増員や待遇問題に就 て充分に要

求 していない状況であ る.こ れでは困つたことだ.

◇

昔に比べ て勤務医は地位 も待遇 も低 くなつた ものだ.医 師にな るための修業や医師 としての任

務は昔 よりもむずか しくなつているが,地 位 と待遇は却 つて下つている.然 し医師は単 に食 うた

めの職業ではな く,単 な る労 務者ではな くて,特 別に高 い道義が要求せ られるものであるか ら,

それに伴つ て尊敬せ られ るべ き地位 と,充 分な待遇が与 え られ るべ きであ る.こ れ らの問題は一

個 の市立病院だけ の問題 ではな く,全 国の市立病院,更 に県立病院,赤 十字病院等に もあては ま

る.そ れ ら全ての病 院が連合 して取 り上げ るべ きであ り,そ の際には勤務医とい う共通の基盤に

立ち,医 師 自体が中心になつて運動するべきであろ う.こ れには医員を供給する大学側の強力な

支援が是非とも必要である.こ の ような医療制度に関連す る問題及び医師 自体の問題 に対 して も,

大学はもつ と熱心に対処す るべ き責務があ ると思 う(昭 和34年9月)
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